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親会社の異動に関するお知らせ 

 

 

株式会社エスエムエンターテインメント（韓国）（SM ENTERTAINMENT Co., Ltd）（以下、「Ｓ

ＭＥ」という。）が当社の親会社である株式会社キーイースト（韓国）（KEYEAST Co., Ltd.）（以

下、 「キーイースト」という。）の親会社に該当することとなりましたので、下記のとおりお知

らせいたします。なお、本件に伴い当社は複数の親会社を有することとなりますので、あわせてお

知らせいたします。  

 
記 

 
１． 異動が生じた経緯 
ＳＭＥは、当社親会社のキーイースト株式21,591,823株を平成30年７月24日までに取得し、また

同社子会社の株式会社エスエム・エンタテインメント・ジャパンがキーイースト株式を5,211,893
株取得したことで、ＳＭＥは平成30年７月24日付でキーイースト発行済株式の31.61％を保有した
こととなります。さらに新たにＳＭＥ取締役他３名がキーイースト取締役に就任したことでキー
イーストの取締役の半数を兼務することとなり、また内１名はキーイーストの共同代表取締役に
就任しており、支配力基準に基づきＳＭＥはキーイーストの親会社に該当することとなりました。 
ＳＭＥは、支配力において影響力が最も大きいため、日本基準においても親会社に該当するもの
であります。なお、株式会社エスエム・エンタテインメント・ジャパンは、従来その他の関係会
社でありましたが、本日公表の「その他の関係会社の異動に関するお知らせ」並びに（訂正）「主
要株主の異動に関するお知らせ」の一部訂正のとおり、現時点ではその他の関係会社ではなくな
っております。 
 
２． 親会社に該当することとなった会社 

(1) 名 称 株式会社エスエムエンターテインメント 
（SM ENTERTAINMENT Co., Ltd） 

(2) 所 在 地 大韓民国ソウル特別市江南区狎鷗亭路423(狎鷗亭洞521番地) 

(3) 代表者の役職・氏名 代表取締役 韓 世敏、  南 昭英 

(4) 事 業 の 内 容 音楽製作・音楽著作物出版・音楽著作権管理運営 

作家・演奏家・歌手・俳優のマネージメント及び 

プロデュース、コンサート及び音楽イベントの企画制作 

(5) 資 本 金 11,393,400,500 ウォン （平成 30 年６月 30 日現在） 

(6) 設 立 年 月 日 平成７年２月 14 日 

(7) 連 結 純 資 産 435,630 百万ウォン   （平成 29 年 12 月 31 日現在） 

(8) 連 結 総 資 産 797,509 百万ウォン     （平成 29 年 12 月 31 日現在） 

(9) 大株主及び持株比率 李 秀満  20.19％ 

（10） 当 社 と の 関 係 資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 当社取締役11名のうち１名が、株式会社エスエムエ
ンターテインメントの取締役を兼任しています。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

(11) 上 場 取 引 所 KOSDAQ（韓国） 

 



 
 
 
３． 異動前後における株式会社エスエムエンターテインメントの所有する議決権の数及び議決権

所有割合 

 
属性 

議決権の数 

直接所有分 間接所有分 合計 

異動前 
（平成29年12月

31日現在） 

その他の関係会社の
親会社 

― 
（ ―％） 

32,000個 
（ 19.42％） 

32,000個 
（ 19.42％） 

異動後 親会社 
― 

（ ―％） 
82,765個 

（ 50.22％） 
82,765個 

（ 50.22％） 

 
４． 異動年月日 

平成30年７月24日 
 
５． 今後の見通し 

ＳＭＥは、レコード会社兼芸能プロダクションであり、韓国エンターテインメント業界の
リーディンカンパニーであると同時に、業界最大手企業として韓国ＫＯＳＤＡＱ市場に上場
しております。ＳＭＥを中核とするＳＭエンターテインメントグループは、韓流およびＫ-Ｐ
ＯＰブームをリードする総合エンターテイメントグループであり、今般同グループ傘下にな
ったことにより、当社は様々なコンテンツの確保とコンテンツ制作力の強化はもちろん、新
規事業としてとしてモバイルエンターテインメントコンテンツとプラットフォーム事業を推
進することを計画しております。 
なお、親会社の異動による当期業績の見直しはございません。 

 
      

以上 

 


